
 





 

 











 



 

 

金吾利口書とも言われる「朝倉宗滴話記」は、「武者は犬とも

言え、畜生ともいえ、勝つことが本にて候」と言い切った英

林孝景の末子で敦賀郡司の朝倉教景（宗滴）の遺訓である。 

常に戦場の第一線にあって三代貞景、四代孝景、五代義景に

軍奉行として仕え、戦い続けた朝倉宗滴の生涯は、七九才で

幕を閉じたが、彼が語ったものを、家臣の萩原八郎右衛門尉

宗俊が書き留めた「朝倉宗滴話記」を残した。 

今回底本には、著作権の切れている須永金三郞校訂「朝倉叢

書」を使用した（明治 43 年福井市にて出版） 

 

 



 


